
令和７年４月１７日実施  全国学力・学習状況調査 【中学校 数学】 松山市の調査結果の概要 

１ 数学について 

全国と松山市の調査結果を比較すると、全体的には全国平均とほぼ同じ状況でした。 

  学習指導要領に示されている「数と式」「図形」「関数」「データの活用」の４領域すべて全

国平均とほぼ同じ状況でした。 

  評価の観点では、「知識・技能」「思考・判断・表現」ともに、全国平均とほぼ同じ状況で

した。 

  問題形式別では、「選択式」「短答式」「記述式」すべて全国平均とほぼ同じ状況でした。 

２ 分析結果から特徴が見られた問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考察 

４は、変化の割合を基に、x の増加量に対する y の増加量を求めることができるかどうか

をみる問題です。「x の増加量が２のときの y の増加量（12）」と「x の値が２のときの y の値

（17）」の違いを理解する必要があります。正答率が全国平均をやや上回りました。 

  ５は、度数分布表を基に、相対度数の意味を理解し、正しい数値を求めることができるか

どうかをみる問題です。「階級の相対度数（0.25）」と「階級の度数（10）」の違いを理解する

必要があります。正答率が全国平均を大きく下回りました。 

６⑴は、事柄が常に成り立つとは限らないことを、反例をあげて説明することができるか

どうかをみる問題です。連続する２つの３の倍数が９の倍数にならない組み合わせを反例と

してあげる必要があります。正答率が全国平均を大きく下回りました。 

４ これからの学習にあたって 

数学的な用語や表現について、知識の習得と習得した知識を活用する活動を行き来しなが

ら理解を深めていくことが重要です。また、記述式の問題に対する無解答率が高いことから、

日頃より、疑問に思った課題に対して、言葉や式、図、表、グラフなどを用いて、筋道立て

て説明することに取り組み、苦手意識を取り除く必要があります。自分の考えをノートやタ

ブレット等を用いて表現することを通して、身の回りの事象を数学的に捉え、数学を利用し

て課題を解決する力を身に付けることが必要です。 

５  正答 ０．２５ 

全国の正答率 ４２．５％ 

松山市の正答率  

「全国の正答率を 

大きく下回る」 

  

20ｍ以上 25ｍ未満 

の階級の相対度数を 

求めなさい。  

４  正答 １２ 

全国の正答率 ３４．７％ 

松山市の正答率  

「全国の正答率をやや上回る」 

  

６⑴ 正答 （例）①６ ②９ ③15 

全国の正答率 ６２．８％ 

松山市の正答率  

「全国の正答率を大きく下回る」 


